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１ 沖縄地方における台風接近時の最大瞬間風速に関する研究 統計処理 

 
                    上江洌司・知念浄・神谷保・三浦大輔（沖縄気象台） 

 
１ はじめに 

台風接近時における強風害については、台風情

報で最大風速を定量的に予測し、想定される災害

規模などを示し注意警戒を呼びかけている。しか

し、強風害の発生には予測を行っていない最大瞬

間風速が大きく影響していることがこれまでに多

くの調査で報告されている。最大瞬間風速は、最

大風速の比率で見てもばらつきが大きいため予想

が難しく、平均風速や雨量と比べても観測網が粗

く、実況を十分把握できないなどの課題がある。

最大瞬間風速の予想は、今後風に関する防災気象

情報の改善に必要不可欠な事項であり、その研究

が急がれる。今回の調査の目的は、沖縄管内にお

ける気象情報で、府県単位での最大瞬間風速の予

想を発表するための根拠となる資料を作成するこ

とである。 

なお、本調査は、平成 17 年度沖縄管内共同研究

「沖縄地方における台風接近時の最大瞬間風速に

関する研究」の一環として行なったものである。 

 
２ 資料と調査方法 
 沖縄管内の気象官署（特別地域気象観測所も含

む。以下、観測地点という）に台風が接近または

観測地点が強風域に入った事例を抽出し、最大風

速（10m/s 以上）と最大瞬間風速との関係を調査

した。資料は、10 年分（1995～2004 年）の台風

79 個。また、観測地点における風速と海上風速の

関係について調査する。資料は、5 年分（2000～

2004 年）の観測地点が台風の眼に入った 14 個お 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
第 2 表 T0505 による最大瞬間風速の検証 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

よびその 1 分値データを用いた。更に、調査結果

を基に 2005 年の台風を対象に最大瞬間風速の検

証を試みた。 

用語の定義 

比    率：一つの台風における 

「比率＝最大瞬間風速／最大風速」 

突 風 率：10 分間の平均風速とその時間内におけ

る最大瞬間風速との比率 

環境係数：観測地点周辺の地形による影響だけで 

（Enc）  なく建築物や植生なども含めた地表面

粗度（この調査で定義する） 

Enc ＝ 眼に入った観測地点の台風による最大風

速 ／ベストトラックによる台風の中心付

近の最大風速 
３ 調査結果 
（１）観測地点別風向別比率 

10 年分（1995～2004 年）の台風による極値（最

大風速、最大瞬間風速）から沖縄管内の観測地点

別（与那国島、西表島、石垣島、宮古島、久米島、

那覇、名護、南大東島）に風向別比率を求めた（第

1 表）。第 1 表の斜体文字は資料がなく、両隣から

内挿した。与那国島は、全風向とも 1.50 前後と比

較的値が小さく、久米島においては、2.00 を超え

る風向が多くなっている。例として第 1 図に石垣

島の風向別比率を示す。風向が南から南西の比率

が小さく、地形等の影響が小さいことを示してい

る。 

（２）2005 年の台風による最大瞬間風速の検証 

 2005年の台風第5号について最大瞬間風速の観 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第 1 表 観測地点別風向別比率 

第 1 図 石垣島の風向別比率 
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測地点別検証結果を第 2 表に示す。誤差は、－3.8 

～4.8m/s、－13.2～10.0％と比較的良い結果が得

られた。また、2005 年に沖縄地方の観測地点に接  

近または観測地点が強風域に入った 8 個の全台風

（T0504、T0505、T0509、T0513、T0514、T0515、

T0519、T0520）について観測地点別に検証した結

果を第 3 表に示す。誤差の絶対値の全観測地点別

平均は 1.8m/s、5.0％と比較的良い結果が得られ

た。西表島の誤差がやや大きくなっているのは、

台風による最大風速の風向について、第 1 表の調

査比率の資料のない風向が多く、その部分を内挿

によって求めたためだと思われる。 
 

第 3 表 2005 年の台風による最大瞬間風速の検証 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（３）海上風速から観測地点風速への換算 

海上に観測地点があったと仮定して台風がその

上を通過（眼に入る）したとすると、その台風の

中心付近の最大風速や最大瞬間風速を直接観測で

きる。台風が陸上の観測地点を通過（眼に入る）

したとして、その観測地点における最大風速や最

大瞬間風速の観測値は、まさにその観測地点にお

ける地形等の影響による結果（減衰）もたらされ

た値ということになると考えられる。2003 年 9 月

に宮古島地方を通過した T0314 の事例について調

査した。宮古島地方気象台（以下、宮古島地台と

いう）における最大風速は、2003 年 9 月 11 日 03

時 00 分北の風 38.4m/s であった。地形等の影響を

受けなければ、T0314 のその時点での中心付近の

最大風速 55m/s を観測していたであろう。環境係

数 Enc＝38.4/55≒0.70 である。予想される海上に

おける最大風速が北風の場合、最大風速にこの環

境係数 Enc をかけると宮古島地台における最大風 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

速になる。同様に、最近 5 年間に沖縄管内の観測

地点が台風の眼に入った事例から風向別の環境係

数を求めたものが第 4 表である。 

斜体文字は資料がなく、第 1 表にも地形等の影

響が加わっていると考えられることから、第 1 表

の割合から第 4 表の資料のない部分を仮に算出し

た。今後、沖縄管内の観測地点が台風の眼に入っ

た事例を数多く抽出し、第 4 表を完成させるため

調査を行う。 

 

（４）海上における突風率について 

地形や地表面粗度の影響をほとんど受けない海

上における突風率がわかると、現在、海上におけ

る最大風速の予想（府県予報区内の最大）は行っ

ており、それに突風率をかけることにより府県予

報区内の最大瞬間風速の予想ができる。以下、海

上における突風率について考える。一般気象にお

いて、気象情報に用いる風の資料は、一般気象官

署（特別地域気象観測所も含む）に設置されてい

る 95 型風向風速計で観測された値を使用してい

る。海上風に近い値を示すと思われる下地島空港

出張所（以下、下地島空出という）の T0314 にお

ける北風の突風率は、平均で 1.30、最大 1.41、最

小 1.20 である。なお、下地島空出の風向風速計は

航空気象官署用で、95 型風向風速計とは瞬間風速

の評価時間が違うため低目に観測されるとされて

いる。今回の調査で、沖縄管内の観測地点におい

て比率が一番小さかった（地形等の影響が小さい

と思われる）のは与那国島測候所の北よりの風で

ある。T0015 における与那国島測候所の北北東の

風の突風率は、平均で 1.40、最大 1.65、最小 1.25

であった。このことから、95 型風向風速計を用い

た海上における突風率は、下地島空出より大きく

与那国島測候所のものより小さいはずである。詳

細な値については、今後さらに議論する必要があ

るが、防災上のことも加味し（大きく見積もる）、

95 型風向風速計による海上における突風率は

1.40（平均）～1.50（最大）としたい。 

 
（５）台風時の最大瞬間風速予想の作業シミュレ 

ーションと検証 
 2005 年 8 月、先島の南海上を西北西進し、与那

国島に約70kmまで接近した台風第13号について、 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第 4 表 観測地点別風向別環境係数 
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最大瞬間風速予想の作業シミュレーションと検証

を行った。沖縄各地方とも 8 月 31 日に風の極値を

観測しているため、前日 30 日 15 時観測の台風指

示報を基にシミュレーションを行った。第 5 表に

各地の海上における最大瞬間風速の予想を示す。

予想最大風速は、台風作業により決定された各地

の風速予想である。それに 1.40 と 1.50 をかけた

値を基に、発表用の最大瞬間風速を決定する。発

表用の最大瞬間風速については、防災情報として

運用するまでに十分な議論が必要である。第 6 表

に観測地点における最大瞬間風速の予想を示す。

海上の予想最大風速に環境係数をかけて観測地点

における予想最大風速を算出する。それに比率を 

 
第 5 表 海上における最大瞬間風速の予想 

 （8 月 30 日発表の 31 日の予想） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

第 6 表 観測地点における最大瞬間風速の予想 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

第 7 表 観測地点における予想最大瞬間風速の検証 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

かけて観測地点における予想最大瞬間風速を算出

する。第 7 表に観測地点における最大瞬間風速の

検証結果を示す。 

また、これまで台風作業により決定された各地

の最大風速の予想は特に検証されていなかったが、

今回検証を試みた。第 8 表に海上における予想最

大風速の検証結果を示す。この調査の結果（第 4

表の環境係数の精度を上げると）を使うと、発表

された予想最大風速の検証も行うことができると

考える。 

 
第 8 表 海上における予想最大風速の検証 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４ まとめ 

現在、沖縄管内において府県予報区単位での海

上の最大風速の予想は行っている。一般に海上に

おける粗度は陸上に比較してかなり小さいと考え

られる。ほとんどの場合、海上における最大風速

がその府県予報区における最大風速である。今回

の調査で、海上における突風率を推算した（1.40

～1.50）。府県予報区における予想最大風速に海上

の突風率をかけると府県予報区における最大瞬間

風速が得られる。また、観測地点における最大風

速と最大瞬間風速の風向別調査や、海上風速から

観測地点風速への換算の調査から、観測地点（陸

上）における最大瞬間風速の予想を行うことがで

きた。また、台風による観測記録（実況）から観

測地点別風向別環境係数（第 4 表）を用いての予

想最大風速の検証の可能性も見出せた。今後さら

に観測地点別風向別比率（第１表）や観測地点別

風向別環境係数（第 4 表）を充実させ、沖縄管内

における最大瞬間風速の予想精度を上げるよう調

査を進めたい。 
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